
 

 

 

 

 

未来につながる多様な学びを 
校 長  兼子 哲也  

  先日，今年１年の世相を表す「今年の漢字」が発表され，「熊」が選ばれました。日本各地でクマの出没

が相次ぎ，市街地や生活圏で目撃されたり人身被害があったりと，生活にも大きな影響を与えました。本校

においても，子どもたちの安全を考え，保護者，地域の皆様の登下校時の送迎や見守りなどのご協力をい

ただきました。 

そして，本日の終業式をもって 2 学期も終わりを迎えます。学習や行事が最も充実するこの学期，子ども

たちは日々の学びを積み重ねながら，多くの成長を見せてくれました。子どもたちの成長の裏側には，保護

者の皆様の温かい励ましとご理解，そして地域の皆様の力強いご支援がありました。心より感謝申し上げま

す。 

さて，現在，社会は大きなスピードで変化し，子どもたち一人ひとりが将来出会う興味や課題もますます

多様化しています。だからこそ，学校は「さまざまな人と関わりながら学ぶ力」を育む場でありたいと考えて

います。2 学期は，この思いを大切にしながら，地域や外部の専門家の方々と連携した学びを積極的に進

めてきました。 

体育の授業では，マルチスポーツインストラクターを講師に招き，体の動かし方やトレーニングの基礎を

学びました。「パルクール」という初めてのスポーツを体験した子どもたちは，体を動かす楽しさと，自分の体

と向き合う大切さを感じ取っていました。 

また，プロサッカーチームのコーチと管理栄養士の方には，食育をテーマに，運動と食事のつながりにつ

いて分かりやすく教えていただきました。「食べたものが体をつくる」ことを実感し，日々の生活を見直すきっ

かけとなる時間でした。 

気象予報士の方を招いて行ったエコドライブ教室では，地球温暖化

などの環境問題を学び，「二酸化炭素の削減のためにできることの一

つにエコドライブがある」と気付きました。子どもたちは「お家の人にも

教えてあげたい！」と，学んだ内容を家庭に持ち帰っていました。 

さらに，書き初め教室では，講師

の井上先生の手本や筆遣いから学び，集中して一文字一文字に向き合

う姿が見られました。税務課職員の皆様による租税教室では，お金の仕

組みや税の大切さを理解し，社会の支え合いの仕組みを知る学びとな

りました。人権委員の方による人権教室では，相手の気持ちに寄り添う

大切さを改めて考える時間となりました。 

このように，地域の皆様や外部講師の方々に支えられ，多様な学びが子どもたちの成長を後押ししてい

ます。子どもたちが将来，変化の激しい社会の中でも自分らしく，周囲と

協力しながら歩んでいけるよう，これからも学校・家庭・地域が力を合わ

せ，学びの環境をさらに豊かにしていきたいと考えています。 

今年も残すところわずかとなりました。引き続き，温かいご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 
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 男子第 1位 女子第 1位 

１年 齋藤洋太 さん 佐藤亜里紗 さん 

２年 柴﨑潤季 さん 早坂優希 さん 

３年 佐藤  琉 さん 土屋瑠唯 さん 

４年 齋藤響平 さん 齋藤結月 さん 

５年 菅野真南斗 さん 星川紗希 さん 

６年 石塚蓮斗 さん 伊藤優里 さん 

最優秀賞 １年  佐藤心咲さん  「ごめんねも ありがとうも 素直に言える 自分になろう」 

優秀賞  ２年 長瀬琥鉄さん 「ごめんなさいと 一言いえる ぼくでいたい」 

３年 星川暖斗さん 「『だいじょうぶ？』ほら ゆうきもって 言ってみよう 」 

４年 早坂 蓮さん 「仲間とは暴力なしでなかよくね」「友達は暴力したら消えていく」 

５年 今野李翔さん 「勇気の苗 自分にしっかり 植え付けよう」 

６年 延藤 旬さん 「勇気だせ ことばにだして かたりあう」 

PTA 教育講演会では，山形県立保

健医療大学の渡部潤一先生をお招きし

て，「未来の身体と頭を育てる  なぜ 

『今』 子どもの運動が必要なのか」と

いうお話をお聞きしました。 

講演では，子どもの発達における運

動の重要性について，科学的な根拠を

もとにわかりやすくお話しいただき，参加

者一同，大変感銘を受けました。 「運動

が脳の働きにも深く関わっていることを

初めて知った」「体を動かす大切さを改

めて実感した」など，参加の皆様から感

想が寄せられました。 

 

【特別賞】   ５年阿部柑奈さん 「家族の一言で」 

【優秀作品賞】 ５年鈴木舞桜さん 「お母さんの手料理が一番おいしいよ」 

【入選作品賞】 ５年三浦詩菜さん 「家族はすごい」 

2 学期最後の授業参観・学級懇談会ありがとうございました。

どの学年も 2 学期の成長した姿を見てもらおうと張り切って学習

していました。その後の，教育講演会・学級懇談会と続きました

が，ご参加いただきありがとうございました。 

【中川木鈴奨励賞】２年  鈴木煌進さん 

【佳 作】  ５年 阿部柑奈さん ６年 小關大雅さん ６年 延藤 諒さん 

【入 選】  ２年 青木陽鞠さん ２年 長瀬琥鉄さん ２年 芳賀世弥さん ２年 早坂 華さん 

       ２年 工藤 士さん ２年 井苅陽奈子さん 

       ５年 齋藤 諒さん ５年 早坂優希さん ５年 佐藤大翔さん 

       ６年 土屋瑠唯さん ６年 延藤 旬さん 

 



スクールガードリーダー 

交通指導員さんへの感謝の会 
 毎日子どもたちの安全指導と事故防止にご尽力いただい
ているスクールガードリーダーさん・交通指導員さんに感謝

を伝える会を行いました。北小の児童は約３分の１が徒歩通

学，他はバス通学です。事故なく登下校できるのは，雪の日

も雨の日も暑い日も毎日見守ってくれる方々のおかげで

す。子どもたちはメッセージや歌で感謝を伝えました。これ

からも，元気なあいさつ，バスの中から手を振ってあいさつ

などで応えていきましょう。 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男子第 1位 女子第 1位 

１年 齋藤洋太 さん 佐藤亜里紗 さん 

２年 柴﨑潤季 さん 早坂優希 さん 

３年 佐藤  琉 さん 土屋瑠唯 さん 

４年 齋藤響平 さん 齋藤結月 さん 

５年 菅野真南斗 さん 星川紗希 さん 

６年 石塚蓮斗 さん 伊藤優里 さん 

今年の児童会の目玉の取り組み「たてわり K ちゃんデー」の２回目

を行いました。一日たてわり班で過ごし，班の絆を深め，楽しい学校

にしようという取り組みです。6 年生を中心にして計画しました。当

日は「ドッジボール・けいどろ（体育）」「段ボールツリー（図工）」「雪

遊び（生活）」…など工夫を凝らしたプログラムで楽しく過ごしました。

中でも，６年生による「北小わくわく縁日」は大盛り上がり！つり・

ホッケー・ボーリングなど６つのお店が開店し，時間を忘れるほど楽

しい縁日になりました。 

５年生がソーレ大石田を訪問し，今年

取り組んだ伝統芸能を発表しました。発

表だけでなく５年生とお年寄りの方々

が直接ふれあい，お互いの理解や思いや

りの気持ちが深まった時間となりまし

た。神楽と大黒舞を披露し，たくさんの

拍手をいただき，満足の笑顔が広がりま

した。 

【お知らせ】 

＜第 3回閉校記念事業実行委員会  より＞ 

１１月１８日に第 3回閉校記念事業実行委員会を行い，

以下の内容について話し合いを行いました。 

① 実行委員を各専門委員会（閉校記念式・記念事

業・語る会）の組織に分け，確実に事業が進められ

るように整備しました。 

② 閉校記念事業について 

・校舎に掲げる横断幕，「K ちゃん Tシャツをみんな

でそろえよう」に関しては，実行委員会と児童会で

も承認されました。今後保護者・地区民にも広く案

内していきます。 

・記念事業について保護者，子どもたちへのアンケ

ートを行いました。その意見をもとに今後，学校主体

で行う事業，児童会主体で行う事業，PTA 主体で

行う事業に取り入れながら進めていきます。 

③ 各専門委員会に分かれて話し合いを進めました。

今後，内容・方法などの詳細について話し合いを重

ねていきます。 

 

 



 


